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第２次菊川市総合計画　政策体系及び指標一覧

政策 施策 重点●

（政策指標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） （施策評価：数値目標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） 基本○

１.防災力を高めるまちづくり ①災害に強いまちをつくります

「災害に備え防災対策が整っている
まち」だと思う市民の割合

（市民アンケート） 住宅の耐震化率 84.20% 95.00% 住宅土地統計調査 ○ 急傾斜地崩壊対策事業（県・市） 建設課 4-1-1-1

「地域が防災・防火活動に取り組ん
でいるまち」だと思う市民の割合

（市民アンケート） 国・県管理河川の改修促進 建設課 4-1-1-2

住宅の耐震化率
84.2%
(H25）

95.0% 住宅土地統計調査 市管理河川の適切な管理 建設課 4-1-1-3

地域防災訓練（12月）への参加者数 14,318 15,020
自主防災会からの12月訓練参加者報
告数（H27.11月末世帯数16,693世帯
のおよそ９割の参加）

○ 浸水対策事業(黒沢川ほか)
建設課
都市整備課

4-1-1-4

● プロジェクトTOUKAI-0事業 都市政策課 4-1-1-5

消防訓練指導申し込み参加者数 2,750人 3,000人 年間の訓練参加数 ● 市地域防災計画の適切な修正 危機管理課 4-1-1-6

地域防災訓練（12月）への参加者数 14,318 15,020
自主防災会からの12月訓練参加者報
告数（H27.11月末世帯数16,693世帯
のおよそ９割の参加）

○ 事業所における防火体制の充実 消防予防課 4-1-1-7

②自主防災組織の体制及び連携強化を図ります

地区防災連絡会の会議開催回数 11回 33回 延べ開催回数 ● 地区防災計画の策定支援 危機管理課 4-1-2-1

● 地区防災会組織体制の確立 危機管理課 4-1-2-2

○ 防災研修会の実施 危機管理課 4-1-2-3

○ 避難行動要支援者支援体制の確立 危機管理課 4-1-2-4

③市民の防災意識の高揚を図ります

住宅用火災報知器の設置率 63% 80%
市内全世帯中、火災報知器を設置し
ている世帯の割合

● 防災講演会の開催 危機管理課 4-1-3-1

消防訓練指導申し込み参加者数 2,750人 27,500人 年間の受講者数 ○ 花火教室等の開催 消防署 4-1-3-2

住宅用火災警報器条例設置率 63.00% 80.00% 条例設置世帯数/調査世帯数 ○ 防火意識の啓発事業 消防予防課 4-1-3-3

○ 住宅用火災警報器の設置推進 消防予防課 4-1-3-4

＜基本目標４＞快適な環境で安心して暮らせるまち【社会資本整備・環境・防災】

事業 担当課 体系№
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第２次菊川市総合計画　政策体系及び指標一覧

政策 施策 重点●

（政策指標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） （施策評価：数値目標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） 基本○

＜基本目標４＞快適な環境で安心して暮らせるまち【社会資本整備・環境・防災】

事業 担当課 体系№

④市民の防災活動への参加を推進します

地域防災訓練の参加者数 14,318人 15,020人
自主防災会からの12月訓練参加者報
告数（H27.11月末世帯数のおよそ９
割の参加）

● 地域防災訓練の実施 危機管理課 4-1-4-1

応急手当協力事業所認定数 ５事業所 ６事業所 年間の認定事業所数 ○ 女性等の参加促進事業 危機管理課 4-1-4-2

○ 応急手当協力事業所の認定 消防署 4-1-4-3

○ 普通救命講習会の開催 消防署 4-1-4-4

⑤避難情報の適切な伝達と避難体制の強化を図ります

茶こちゃんメール登録者数 1,300人 3,000人 システム登録者数 ● ハザードマップの更新と活用 危機管理課 4-1-5-1

○ 地域での避難訓練の実施促進 危機管理課 4-1-5-2

○ 情報伝達機器等の適切な管理 危機管理課 4-1-5-3
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第２次菊川市総合計画　政策体系及び指標一覧

政策 施策 重点●

（政策指標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） （施策評価：数値目標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） 基本○

＜基本目標４＞快適な環境で安心して暮らせるまち【社会資本整備・環境・防災】

事業 担当課 体系№

２.交通事故・犯罪のないまちづくり ①交通事故を減らすため交通安全活動を推進します

「交通安全対策が充実し、安全に道
路を通行できるまち」だと思う市民
の割合

（市民アンケート） 交通教室の延べ参加人数 11,019人 12,300人 H24～H27年の平均参加人数12,155人 ○ 交通安全活動の推進 地域支援課 4-2-1-1

「防犯対策が充実している安心なま
ち」だと思う市民の割合

（市民アンケート）

交通事故年間発生件数 314件 300件 菊川警察署へ確認

刑法犯罪認知件数 234件 220件 犯罪と少年非行のあらまし ②交通安全施設の整備を進めます

歩道の整備延長 道路台帳より ○
通学路安全対策事業（合同点検によ
る）

建設課 4-2-2-1

○
歩道設置事業（南44号線・古谷高橋
原線ほか）

建設課 4-2-2-2

○
交通安全施設設置事業（カーブミ
ラー・防護柵ほか）

建設課 4-2-2-3

③犯罪のない明るい地域社会づくりを推進します

不審者事案件数 13件 ９件 防犯協会聞き取り ○ 防犯体制の強化 地域支援課 4-2-3-1

○ 防犯活動の推進 地域支援課 4-2-3-2
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第２次菊川市総合計画　政策体系及び指標一覧

政策 施策 重点●

（政策指標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） （施策評価：数値目標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） 基本○

＜基本目標４＞快適な環境で安心して暮らせるまち【社会資本整備・環境・防災】

事業 担当課 体系№

３.消防力を高めるまちづくり ①消防施設・設備・体制の充実強化を図ります

「火災・救急体制が整備されたま
ち」だと思う市民の割合

（市民アンケート）
火災出火率
（1万人当たりの出火件数）

2.7件 2.0件 市内人口1万人当たりの出火件数 ○ 緊急車両等の維持管理及び更新整備
消防総務課
消防警防課

4-3-1-1

普通救命講習会の受講者数 740名 750人 年間の受講者数 ○
消防庁舎・通信指令機器の維持管理
及び運営

消防総務課
消防警防課

4-3-1-2

○ 資機材等の維持管理及び整備 消防総務課 4-3-1-3

消防訓練等の実施回数 120回 130回 年間の訓練回数 ● 消防水利の維持管理及び整備 消防警防課 4-3-1-4

火災出火率（1万人当たりの出火件
数）

2.7件 2.0件 市内人口1万人当たりの出火件数 ②消防技術の向上を目指します

各種災害対応訓練時間数 339時間 380時間 1年間に実施した訓練時間数 ○
派遣教育・各種研修・実習による職
員の技術向上

消防総務課
消防署

4-3-2-1

消防訓練等の実施回数 120回 130回 年間の訓練回数 ● 災害対応訓練等の実施 消防署

③消防団の防災力の維持・向上を図ります

火災出火率
（1万人当たりの出火件数）

2.7件 2.0件 市内人口1万人当たりの出火件数 ○ 消防団員の活動環境整備 消防総務課 4-3-3-1

● 蔵置所の維持管理及び建替え整備
消防総務課
消防警防課

4-3-3-2

○ 消防団車両の維持管理及び更新整備
消防総務課
消防警防課

4-3-3-3

○ 資機材等の維持管理及び整備 消防総務課 4-3-3-4
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第２次菊川市総合計画　政策体系及び指標一覧

政策 施策 重点●

（政策指標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） （施策評価：数値目標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） 基本○

＜基本目標４＞快適な環境で安心して暮らせるまち【社会資本整備・環境・防災】

事業 担当課 体系№

４.豊かな自然や住みよい環境を未来へつなぐまちづくり ①地球温暖化対策・自然環境の保全を推進します

「環境保全活動が活発に行われてい
るまち」だと思う市民の割合

（市民アンケート） 市公共施設におけるCO2排出量
未定
7,722t-
CO2

7,185t-
CO2

市地球温暖化対策実行計画、市環境基本計画よ
り平成23年度（排出量8,259t-CO2）を基準と
し、13％削減目標とする。

● 新エネルギー利用促進事業 環境推進課 4-4-1-1

「自然環境と共生するまち」だと思
う市民の割合

（市民アンケート） ○ エコアクション21推進事業 環境推進課 4-4-1-2

「水質が保全され川がきれいなま
ち」だと思う市民の割合

（市民アンケート） ○ 地球温暖化対策教育学習事業 環境推進課 4-4-1-3

水質環境基準の達成状況（ＢＯＤ
値）・菊　川：高田橋（2.0mg／ℓ以
内）

1.2mg／ℓ
基準値以
内の維持

菊川流域別下水道整備総合計画 緑化推進事業 農林課 4-4-1-4

水質環境基準の達成状況（ＢＯＤ
値）・牛渕川：堂山橋（3.0mg／ℓ以
内）

2.3mg／ℓ
基準値以
内の維持

菊川流域別下水道整備総合計画 桜の名所保護・保存事業 農林課 4-4-1-5

森の力再生事業 農林課 4-4-1-6

太陽光発電システムの設置件数（累
計）

未定1,697
件

3,800件
市環境基本計画より平成31年度目標
値2,600件。以降年間200件の増加目
標で設定。

森林整備計画の適正な進行管理 農林課 4-4-1-7

②水質浄化・生活環境の改善を進めます

水洗化・生活排水処理率
57.9％
（H26）

83% 菊川市一般廃棄物処理基本計画 ○ 公害対策推進事業 環境推進課 4-4-2-1

○ 水環境教育学習事業 環境推進課 4-4-2-2

● 生活排水処理基本計画 下水道課 4-4-2-3

○ 公共下水道整備事業 下水道課 4-4-2-4

○ 合併浄化槽設置推進事業 下水道課 4-4-2-5

○ 生活排水対策の啓発・推進 下水道課 4-4-2-6

③循環型社会の推進を図ります

ごみの資源化率
未定

26.50％
29.40%

（直接資源化量+処理後資源化量+集
団回収）/ごみ総排出量

○ 循環型社会環境学習推進事業 環境推進課 4-4-3-1

● リサイクル活動推進事業 環境推進課 4-4-3-2
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第２次菊川市総合計画　政策体系及び指標一覧

政策 施策 重点●

（政策指標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） （施策評価：数値目標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） 基本○

＜基本目標４＞快適な環境で安心して暮らせるまち【社会資本整備・環境・防災】

事業 担当課 体系№

④適正な汚水処理施設の管理・運営を進めます

経費回収率 47.1% 59.6% 菊川市下水道事業長期計画 ● 下水道長寿命化対策事業 下水道課 4-4-4-1

○ 下水道総合地震対策事業 下水道課 4-4-4-2

○ 下水処理場の適正な維持管理 下水道課 4-4-4-3

● 公営企業会計の適用 下水道課 4-4-4-4

○ 次期中期経営計画の策定 下水道課 4-4-4-5

○ 接続促進事業 下水道課 4-4-4-6
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第２次菊川市総合計画　政策体系及び指標一覧

政策 施策 重点●

（政策指標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） （施策評価：数値目標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） 基本○

＜基本目標４＞快適な環境で安心して暮らせるまち【社会資本整備・環境・防災】

事業 担当課 体系№

５.良好な住環境や道路・公園を次世代に引き継ぐまちづくり ①良好な住環境をつくります

「市内外にスムーズに移動できる道
路整備がされたまち」だと思う市民
の割合

（市民アンケート） ● 空き家対策事業の推進 都市政策課 4-5-1-1

「利用しやすい交通手段が確保され
たまち」だと思う市民の割合

（市民アンケート）
潮海寺地区内計画道路43路線の整備
率

30.2 51.2
整備済路線数／潮海寺地区内の計画
道路路線数43路線の整備率(潮海寺地
区計画）

○
菊川市土地利用事業の適正化に関す
る指導要綱の適正な運用

都市政策課 4-5-1-2

「道路や公園などの公共施設が適切
に維持管理されているまち」だと思
う市民の割合

（市民アンケート）
都市政策課では数値化できる目標が
見当たらないため、他課にお任せし
ます。

- - - ○ 駅北地域整備計画の検討 都市政策課 4-5-1-3

都市計画道路の整備率 63.5 65.5 静岡県の都市計画（資料編） ○ 住宅取得補助事業 都市政策課 4-5-1-4

コミュニティバス１日当りの利用者
数

125/日 145/日
利用実績より
利用者数/運行日数

潮海寺地区計画の推進 都市整備課 4-5-1-5

土地区画整理事業(赤土周辺地区) 都市整備課 4-5-1-6

市営住宅３団地・11棟の外壁・屋根
等を改修する。

3棟 11棟 市営住宅改修済棟数 ②幹線道路や生活道路を整備します

潮海寺地区内計画道路43路線の路線
整備率

30.2 51.2
整備済路線数／潮海寺地区内の計画
道路路線数43路線の整備率。(潮海寺
地区計画）

●
掛川浜岡線バイパス事業（赤土高橋
線・県高橋工区・運動公園から掛川
区間）

建設課 4-5-2-1

供用中の都市公園数 45 48
H27年度末における都市公園は45公園
であり、今後の供用開始を見込む新
規都市公園の数。

都市計画道路の整備率 63.5 65.5 静岡県の都市計画（資料編） ○ 道路改良事業（大須賀金谷線ほか） 建設課 4-5-2-2

都市政策課では数値化できる目標が
見当たらないため、他課にお任せし
ます。

- - - ○ 市単独道路整備事業 建設課 4-5-2-3

○
都市計画道の整備推進(青葉通り嶺田
線ほか)

都市整備課 4-5-2-4

● 都市計画道路の再検証・見直し 都市政策課 4-5-2-5

③公園の整備と適切な維持管理を行います

市内公園の維持管理を自治会等へ委
託する公園数

28 30
（仮）南山公園の維持管理委託する
ことに伴う増

○ 都市公園整備事業（菊川公園ほか） 都市整備課 4-5-3-1

○ 都市公園の維持管理事業 都市整備課 4-5-3-2

農村公園の維持管理事業 農林課 4-5-3-3
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第２次菊川市総合計画　政策体系及び指標一覧

政策 施策 重点●

（政策指標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） （施策評価：数値目標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） 基本○

＜基本目標４＞快適な環境で安心して暮らせるまち【社会資本整備・環境・防災】

事業 担当課 体系№

④交通事業者と連携して交通手段の確保・充実に努めます

民間路線バスの運行本数 ２路線 ２路線 現行の路線数の維持 ○ 民間路線バス等の維持 地域支援課 4-5-4-1

自主運行バスの運行本数 ２路線 ２路線 現行の路線数の維持 ○ コミュニティバスの利用促進 地域支援課 4-5-4-2

○ 地域公共交通会議の開催 地域支援課 4-5-4-3

● 新たな交通手段の検討 地域支援課 4-5-4-4

⑤橋梁や道路施設を適切に維持管理し、長寿命化を図ります

橋梁定期点検の実施率 18% 100% 橋梁数／橋梁点検数 ● 橋梁の長寿命化事業 建設課 4-5-5-1

○ 道路施設の長寿命化事業 建設課 4-5-5-2

⑥市営住宅を適切に維持管理し、長寿命化を図ります

市営住宅改修棟数
（３団地・11棟の外壁・屋根等）

3棟 11棟 市営住宅改修済棟数 ● 市営住宅の長寿命化事業 都市政策課 4-5-6-1

○ 市営住宅の維持管理事業 都市政策課 4-5-6-2
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第２次菊川市総合計画　政策体系及び指標一覧

政策 施策 重点●

（政策指標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） （施策評価：数値目標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） 基本○

＜基本目標４＞快適な環境で安心して暮らせるまち【社会資本整備・環境・防災】

事業 担当課 体系№

６.上水道が安全に安定して供給されるまちづくり ①安定した水資源の確保と総合的な水質管理体制の構築を図ります

「上水道が安心して飲め、安定して
供給されているまち」だと思う市民
の割合

（市民アンケート） 施設利用率 70.54% 72.50% 1日平均配水量÷1日配水能力 ● 大井川広域水道企業団からの受水 水道課 4-6-1-1

上水道有収率 85.68% 90.00% 年間総有収水量÷年間総配水量 ○ 自己水源の維持管理 水道課 4-6-1-2

○ 水質検査計画に基づく水質検査 水道課 4-6-1-3

上水道総収支比率 100.20% 102.00% 総収益÷総費用 ②管路の整備及び改良を進めます

管路耐震化率 46.50% 55.00% 耐震化適合管の延長÷管路延長 ● 配水管整備事業 水道課 4-6-2-1

● 老朽管整備事業 水道課 4-6-2-2

○ 一般改良事業 水道課 4-6-2-3

③水道施設の管理及び整備を進めます

有形固定資産減価償却率 45.01%
60.0％以

下

有形固定資産変化償却累計額÷有形
固定資産の内償却対象資産の帳簿価
格

● 八王子配水場改良事業 水道課 4-6-3-1

● 公文名浄水場改良事業 水道課 4-6-3-2

○ 加圧ポンプ場整備事業 水道課 4-6-3-3
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第２次菊川市総合計画　政策体系及び指標一覧

政策 施策 重点●

（政策指標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） （施策評価：数値目標）
現状値
（H27）

目標値
（H37）

（算出方法） 基本○

＜基本目標４＞快適な環境で安心して暮らせるまち【社会資本整備・環境・防災】

事業 担当課 体系№

④安定財源の確保を図り、健全な事業経営を継続させます

現年度水道料金収納率 98.16% 98.50% 収納額÷調定額 ● 適正水道料金体系の把握 水道課 4-6-4-1

● 水道料金の収納率の向上 水道課 4-6-4-2

○ 水道事業中期経営計画の策定 水道課 4-6-4-3
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